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令
和
元
年
九
月
三
十
日
現
在 
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今
年
の
祭
り
は
上
手
く
行
っ
た
！ 

神
事
中
心
の
諏
訪
社
大
祭
と
、
盆
踊
り
が 

中
心
の
姥
ヶ
山
ま
つ
り
が
合
同
で
開
催
さ
れ

る
「
祭
り
」
で
す
。
開
催
日
は
、
曜
日
に
関
係

な
く
八
月
二
十
六
日
（
宵
宮
・
盆
踊
り
）
・
二

十
七
日
（
本
祭
り
・
子
ど
も
神
輿
・
太
々
神
楽

舞
い
）
で
す
が
、
近
年
ス
タ
ッ
フ
確
保
に
苦
労
し

て
い
ま
す
が
、
準
備
に
は
み
な
さ
ん
参
加
し
て

下
さ
り
、
姥
ヶ
山
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ

ー
交
流
の
良
き
場
所
で
あ
り
ま
す
。
祭
り
当

日
は
町
内
を
何
日
も
練
習
を
重
ね
た
触
れ
太

鼓
の
子
供
た
ち
と
メ
ン
バ
ー
が
、
太
鼓
を
載
せ

た
ト
ラ
ッ
ク
で
走
り
回
っ
て
祭
り
の
始
ま
り
を

振
れ
回
る
の
も
珍
し
く
な
り
ま
し
た
。
諏
訪

社
氏
子
会
の
皆
さ
ん
と
自
治
会
員
の
皆
さ
ん

で
準
備
さ
れ
た
祭
り
提
灯
に
照
ら
さ
れ
た
境

内
に
は
神
楽
殿
を
中
心
に
し
て
、
幾
つ
か
の
出

店
が
有
り
、
自
治
会
で
も
テ
ン
ト
を
張
っ
て
大

人
気
の
綿
あ
め
を
始
め
水
風
船
・
ス
ー
パ
ー
ボ

ー
ル
に
飲
み
物
等
の
販
売
を
し
ま
す
。
今
で
は

大
変
珍
し
く
な
っ
た
、
夕
暮
れ
時
に
灯
を
と

も
し
た
大
提
灯
を
先
頭
に
し
て
、
参
列
者
が

手
に
手
に
お
供
物
を
捧
げ
て
の
宮
の
ぼ
り
の

祭
列
が
祭
り
雰
囲
気
の
提
灯
に
照
ら
さ
れ
た

参
道
を
太
鼓
に
連
れ
ら
れ
諏
訪
社
に
入
っ

て
、
域
内
の
五
穀
豊
穣
・
家
内
安
全
を
祈
る

宮
司
さ
ん
の
祝
詞
を
終
え
て
、
舞
台
上
に
て

声
高
ら
か
に
亀
田
甚
句
が
謡
わ
れ
る
と
、
境

内
に
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん
が
輪
に
な
っ
て
踊
る

夏
祭
り
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
な
り
ま
す
。 

踊
り
の
途
中
に
休
憩
が
入
り
、
桃
太
郎
等
ア

イ
ス
三
百
五
十
個
ほ
ど
を
配
っ
て
い
ま
す 

 

 

 

が
足
り
な
い
時
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
数
を 

祭
り
参
加
者
総
数
の
目
安
に
し
て
い
ま
す
。 

多
少
の
増
減
は
あ
り
ま
す
が
、
四
百
人
～
五

百
人
位
の
境
内
総
数
だ
と
思
い
ま
す
。 

参
加
者
の
増
加
に
伴
い
、
自
転
車
で
の
参
加

者
が
増
え
て
、
近
隣
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

に
考
え
、
駐
輪
場
の
確
保
に
、
近
く
の
会
社
駐

車
場
を
お
借
り
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。 

姥
ヶ
山
の
諏
訪
社
が
、
地
内
農
家
の
皆
さ
ん

が
こ
の
地
に
建
立
さ
れ
て
よ
り
二
百
五
十
年

あ
ま
り
、
境
内
に
植
え
ら
れ
た
松
の
巨
木
の
年

輪
が
そ
の
位
有
っ
た
と
、
亡
く
な
ら
れ
た
桜
井

政
雄
さ
ん
が
仰
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
壊
す
の
は
簡
単
！ 

 

皆
が
我
が
儘
に
、
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
て
い
る

か
ら
、
私
は
関
係
な
い
と
傍
観
し
て
い
れ
ば
い
い

ん
で
す
。
い
つ
の
間
に
か
消
滅
し
て
い
る
事
で
し

ょ
う
。 

で
も
、
異
常
気
象
が
、
異
常
で
は
な
く
な
り

常
態
化
し
た
今
、
何
か
が
起
こ
っ
て
か
ら
「
絆
」

を
探
し
て
も
、
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
！ 

そ
の
間
地
域
の
皆
さ
ん
の
苦
楽
を
支
え
て
く
れ

た
、
「
絆
」
を
育
ん
で
く
れ
た
「
祭
り
」
を
、
次
の

世
代
に
も
残
し
て
い
き
た
い
。
災
害
が
起
き
な

い
に
越
し
た
事
は
な
い
が
、
此
処
は
私
た
ち
の

「
終
の
棲
家
」
故
郷
で
す
。
今
、
新
潟
市
で
は
一

番
便
利
な
地
域
と
な
り
ま
し
た
が
、
先
代
の
時

代
は
貧
し
い
地
域
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

そ
の
前
は
葦
沼
の
田
ん
ぼ
で
、
地
図
に
な
い

湖
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
の
地
域
に
生
き
て
き
た

農
家
の
思
い
が
作
っ
た
神
社
と
、
そ
の
地
で
開

催
で
き
る
「
祭
り
」
を
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
人
た

ち
の
子
孫
で
あ
る
、
私
た
ち
が
残
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。 

最
後
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す 

 

自
治
会
館
建
設
に
つ
い
て 

 
 

姥
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山
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治
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阿
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 現
在
、
自
治
会
館
と
し
て
利
用
し
て
い
る

「
姥
ヶ
山
会
館
」
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
以
前

か
ら
様
々
な
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
三
十
年
度
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の

委
員
二
名
計
十
名
と
自
治
会
三
役
で
構
成

さ
れ
た
「
自
治
会
館
建
設
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
、
小
林
俊
昭
委
員
長
の
も
と
、
検
討
を

重
ね
、
平
成
三
十
年
度
自
治
会
総
会
で
概

要
を
説
明
し
ま
し
た
。 

・ 

建
物
の
大
き
さ
は
約
七
七
．
五
坪 

・ 

間
取
り
は
現
在
の
会
館
と
ほ
ほ
同
じ 

・ 

建
設
時
期
は
平
成
三
十
三
年
度
を
目
途

と
し
資
金
の
不
足
は
借
り
入
れ
と
し
た

い
。 

三
十
年
度
総
会
で
確
認
さ
れ
た
上
記
の

事
項
に
つ
い
て
さ
ら
に
建
設
委
員
会
で
検
討

を
深
め
、
一
年
後
の
平
成
三
十
一
年
度
総

会
で
次
の
よ
う
に
議
案
と
し
て
諮
り
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

・
建
物
の
大
き
さ
と
間
取
り
に
つ
い
て 

 
 

床
面
積 

七
五
．
六
七
坪 

・
設
計
施
工
業
者 

 
 

有
限
会
社 

友
貴
設
計
（
三
丁
目
） 

・
建
設
年
度 

 
 

二
〇
二
〇
年
度
着
工
（
令
和
二
年
） 

・
建
設
資
金
計
画 

 

建
設
費
用
概
算
額 

四
，
〇
〇
〇
万
円 

自
治
会
積
立 

一
，
五
〇
〇
万
円 

 
 

新
潟
市
補
助
金
一
，
二
〇
〇
万
円 

農
地
組
合
借
り
入
れ 

一
，
三
〇
〇
万
円 

今
後
の
進
め
方 

 

新
潟
市
補
助
金
申
請
を
二
〇
一
九
年
六

月
頃
に
行
う
。
補
助
金
交
付
決
定
は
二
〇

二
〇
年
三
月
市
議
会
議
決
後
。
よ
っ
て
、
着

工
は
二
〇
二
〇
年
四
月
以
降
と
な
る
が
、

元
年
度
は
会
館
建
設
に
伴
う
作
業
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
計
画
、
諸
費
用
の
検
討
を
行
い
、
来

年
度
総
会
に
て
報
告
す
る
。 

 

こ
れ
ら
の
経
過
を
踏
ま
え
、
令
和
元
年
度

は
実
務
的
な
検
討
を
行
う
た
め
、
建
設
委
員

会
の
中
に
小
委
員
会
と
し
て
「
会
館
建
設
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
建
設
着
工
か
ら

竣
工
す
る
ま
で
の
間
、
会
員
の
自
治
会
活
動

に
で
き
る
だ
け
支
障
が
で
な
い
よ
う
、
予
め
代

替
会
場
（
地
蔵
堂
等
）
確
保
を
行
い
、
利
用
者

間
の
調
整
を
図
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
作
成

す
る
。 

ま
た
建
設
に
伴
う
諸
行
事
（
引
っ
越
し
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
体
制
、
仮
置
き
場
の
確
保
、
地

鎮
祭
等
）
の
調
整
、
並
び
に
費
用
の
見
積
り

を
行
う
。 

ま
た
、
建
設
を
機
に
新
た
に
購
入
、
整
備

が
必
要
と
さ
れ
る
備
品
等
の
整
理
と
見
積

り
を
行
う
。 

さ
ら
に
、
工
事
請
負
業
者
と
の
打
ち
合
せ

及
び
新
潟
市
補
助
金
申
請
業
務
を
行
う
等

の
検
討
作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検
討
さ
れ
た
（
案
）

は
建
設
委
員
会
並
び
に
自
治
会
役
員
会
で

議
論
を
重
ね
た
後
、
令
和
二
年
四
月
に
行
わ

れ
る
自
治
会
総
会
で
報
告
す
る
予
定
で
す
。 

 

会
館
建
設
工
事
は
令
和
二
年
四
月
か
ら

九
月
ま
で
の
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
様

に
は
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

  


